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Ⅰ. 3D都市モデルの整備

整備している3D都市モデルの概要

整備エリア図

範囲整備状況地物名

美波町都市計画
区域、由岐地区
（15.6km2）

R7新規LOD1建築物

美波町都市計画
区域（10か所 町
内公共施設）

R7新規LOD2

都市計画区域、由
岐地区

R7新規LOD1道路

都市計画区域R7新規LOD1都市計画
決定情報

都市計画区域R7新規LOD1土地利用

都市計画区域R7新規LOD1災害リスク

全域R7新規LOD1地形

整備対象地物

実施計画書のポンチ絵を転載してください

由岐地区（0.6km2）LOD1（建築物、交通（道路）、都市計
画決定情報、土地利用、災害リスク(洪水,
土砂,津波,内水・高潮潮)、地形）

都市計画区域内（15km2）

都市計画区域内・由岐地区
10か所を選定LOD2（建築物）〇
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今年度含む過去のUC

実施主体事業費(配分
ベース) 【千円】

R７年度実施事業

ユースケース事業名年度

美波町10,0003D都市モデルを活用した災害リスクの可視
化事業

R7

Ⅱ. ３D都市モデルの活用一覧（UC）
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Ⅲ. R7年度の３D都市モデルの活用（ユースケース開発）

ユースケース名:

大学と連携し、3D都市モデルやメタバースを活用
して時系列の浸水状況やインフラ被害を可視
化・シミュレーションすることで、事前の復旧計画
策定や、住民の防災意識向上および避難行動

の変容を促進する。

活用
内容

■ ユースケース開発成果イメージ図

■ 事業実施にあたり工夫した点

現在、事業実施中。徳島大学が既にアプリを保有し
ているため、そこに整備中の3D都市モデルを活用予
定。

UC開発を促進させるため、大学生を対象として
Re:Earthのハンズオンを実施。

目標値指標・定義KPIの項目

60％

作業時間が効
率化したと感
じる人の割合
（アンケー
ト）

都市計画立案の効率化

高潮時（津波時）の水位モニタリングや被災予
測による効果的な対応を図る目的

UC開発を大学と連携し
た。その際、委託業者
との3者プロダクトを
同期・非同期共に
Teamsで運用した。
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Ⅳ. R８年度の３D都市モデルの活用想定（ユースケース開発）

ユースケース名:

■ ユースケース開発成果イメージ図

写真、図を添付

• Re:EarthとGoogleWorkSpaceを連携

• トライアスロン選手の下見対応

• 観光コンテンツ可視化

• 独自アプリ連携（PWAやゲームプラット
フォームへの実装）

目標値指標・定義
KPIの項目人数

800,000人人数主要施設の入れ込み客数

3D都市モデルを活用した観光・歴史情報等の
可視化

ユースケース
名称

観光・地域活性化・コンテンツカテゴリ

観光・関係人口の増加創造したい価
値／解決した
い課題

• Re:EarthとGoogleWorkSpaceの連携環境構
築による運用の効率化

• Re:Earth、ゲームプラットフォームなどを
複合的に整備し、バーチャルからリアルへ
の導線づくりを実施する

具体的な施策
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Ⅵ. R8年度事業化に向けた検討・調整経過について
4月～5月 ６月 ９月 10月～’26年1月

国
の
動
向

美
波
町
の
動
向

内示
示達個別ヒアリング

2月～

【窓口】
・総務課
デジタル自治
推進室

【３D都市モデル活用検討】
【関係部署】
・建設課（予算原課）
・消防防災課
・産業振興課
・政策推進課
・総務課（PM）

情報共有

【３D都市モデル活用検討】
【関係部署】
・総務課・建設課
・産業振興課

方針検討

概算
要望

 観光コンテンツの可視化
 バーチャルからの導線づくり

７月～８月

【３D都市モデル活用具体化】
・既存資料確認
・事業者へのヒアリング・見積り取得
 航空測量会社
 徳島大学
 ・予算措置（財政部局との折衝・首⾧説明等）

本要望

＜事業の具体化に向けた検討過程＞

●総務課デジタル自治推進室が窓口となり、庁内の関係部署に喫緊の課題をヒアリングし、３D都市モデ
ルを活用した検討ができるものをピックアップし、関係部署へ提案した。

●３D都市モデルの整備・活用のアイデアをもとに、事業者と事業化に向けた業務内容を年度当初から詰
めたことで、国交省とのヒアリングで、より企画熟度を高める指摘をもらえた。

●財政担当に対しては、補助が手厚いことと、建設課が図面修正等を控えていて補助を活用できる旨な
どを中心に説明し、主目的である価値創出（関係人口創出など）を進めるうえで重要なプロダクトであ
る議論を行った。

●国土交通省都市局主催のハッカソンに参加するなどし、庁内でのPLATEAUの理解を深めた。

＜過去の事業者選定における知見＞
●発注に際してプロポーザル方式を採用することで、美波町に即した整備ができるというメリットがあった。

～’25年３月

補助事業
説明会

概算要望
調査①

個別
ヒアリング

概算要望
調査②

本要望
調査

R6年度時点で、3か年を想定した。
まずは防災面をしっかり整備し、
その後、観光や関係人口創出への

仕組みづくり
また、インフラの可視化などを

進める計画として


